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ミックレンジが非常に狭い計測となってしまっている。繰り返しになるが、サンプリング定理に基づけば、東

南海ケーブル式海底水圧計では 5 Hz の周波数の信号は評価できない。

4．まとめ

気象研究所では、細かい圧力分解能で海底圧力を高速サンプリング計測できる自己浮上式海底水圧計を新た

に開発し、その性能を評価するため遠州灘で実海域試験を行った。開発した自己浮上式海底水圧計は、既存の

海底地震計をベースにして改造したもので、水圧センサと同水圧センサ専用の制御収録装置等が組み込まれて

おり、海底の圧力及び温度を計測することができる。最高100 Hz サンプリングの計測が可能で、圧力分解能

は100 Hz サンプリング時で約 3 cmH2O（300 Pa）、10 Hz サンプリング時で約0.3 mmH2O（ 3 Pa）、 1 Hz サンプ

リング時で約0.1 mmH2O（ 1 Pa）である（表 3 ）。観測可能期間は最長で 6 ヶ月である。

遠州灘の実海域試験においては、2008年以降稼働中のケーブル式海底水圧計近傍の深海底（水深1116 m）に

約 1 週間設置し、100 Hz サンプリングで海底圧力・温度の試験観測を行った。その結果、（1）海洋潮汐に伴

う長周期の圧力変動と、（2） 3 つのバースト信号状の短周期変動から成る圧力変動が計測された。（1）の長周

期変動は、ケーブル式海底水圧計で記録された変動と概ね一致するが、新型海底水圧計のほうが微細な圧力変

動を計測できており、その圧力分解能の高さを示している。また、（2）の短周期変動の波群はケーブル式海底

水圧計では計測されていない。このことは本研究で開発した新型自己浮上式海底水圧計が高い計測能力を有し

ていることを示している。一方で、自己浮上式海底水圧計の圧力記録には、 2 - 3 cmH2O（200-300 Pa）の範

囲で定常的なばらつきがあり、周波数領域では、22 Hz付近と0.2 Hzに付近にそれぞれ幅広なピークがみられた。

室内における大気中試験観測結果も踏まえると、前者は水圧センサあるいはその他の装置も含めた計測システ

ム全体に起因、後者はおそらく海底での脈動を記録したものと考えられる。

今回は短期間の観測であったが、開発した新型海底水圧計の性能を実海域試験を通して検証することができ

た。今後は、より長期間の実海域観測を実施し、このように通常は観測されていない高周波数帯域の地震動等

による水圧変動の観測事例を増やすことにより，海底で生じている水圧変動現象の全体像を調査するとともに、

新型海底水圧計の性能をさらに検証していく必要があるだろう。
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